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地質情報のディジタル化とその提供

鈴木尉元ユ)

まえがき

地球科学関係の情報は,地図,画像,数値,文字

などの形で提供されている.地図は,大縮尺のもの

から小縮尺のものまで様六なものがあり,また地形

図,地質図,重力団,磁気異常図など,その種類も

多い.画像情報には,化石の写真,衛星写真,地震

波の反射断面図など,数値情報には岩石の化学分析

値,密度,弾性波速度,帯磁率などの物性値,放射

年代値たどがある.これらの情報は,これまでもっ

ぱら紙に印刷された形で利用者に提供されてきた.

ところが近年電子計算機の発達により,情報をデ

ィジタノレ化してコンピュｰタ可読媒体として提供さ

れるようになり,一般にかなり利用されるようにな

ってきている.この計算機可読媒体は,単に紙に印

刷したものとは異なった多面的た利用カミ可能であ

り,従来ともすると一般にはなじみにくかった専門

的情報を加工し,一般の人にも親しみのもてる形に

して提供することも可能になる.本論では,地質調

査所におけるディジタノレ化した情報提供の現状と将

来計画を紹介することにする.

ディジタル情報提供の試み

地質調査所では,1945年以降の日本列島とその

周辺地域の地学文献の目録を,1945年から1955年

までは地学文献目録,1956年からは地質文献目録

という名称で刊行してきている.1986年からは日

本地質文献デｰタベｰスを構築し,それから打ちだ

したものを日本地質文献目録というタイトルで刊行

している.この日本地質文献目録には,一年分で

6000～8000余の文献が収録され,著者索引とキｰ

ワｰド索引が付けられ,日本の地質関係の文献を検

索することができるようになっている.

第1図日本地質文献目録のFD版.

1989年にはフロッピｰディスク版が作成され(第

1図),配布カミ開始された(野呂･村田,1989;本

荘･菅原,1989).これを用いれば,電算機によっ

て容易に必要な文献を検索できるために,好評をも

って迎えられている.これが,地質調査所における

コンピュｰタｰ可読媒体としての情報提供の最初で

ある｡これによって,著者名によっては勿論,地

域,主題などによって,関連する文献をすぐにひき

だすことができるようになった.それらを著者別,

地域別あるいは主題別にまとめて新たな文献デｰタ

ベｰスをつくることも可能である.

昨年8月24目から9月3日まで,京都国際会議

場において,第29回万国地質学会議カミ開催され,

成功裏のうちに幕を閉じたことは,すでに本誌にお

いても報じられたところである.この会議に向け

て,地質調査所では100万分の1日本地質図第3版

を出版した.この地質図は,最近の多量な資料と地

球科学の進歩にもとづいて描かれたもので,とくに

先新第三系対比と解釈が従来のものとかなり変り,

またこの部分の凡例も従来のものと大きく変わって

いる.

1)地質調査所地質情報センタｰ長

キｰワｰド:コンピュｰタ,FD,CD-ROM,地質図
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第2図100万分の1日本地質図のCD-ROM版.

この100万分の1地質図をディジタノレ化し,CD-

R-0M版に作成したものを,万国地質学会議の展示

会場で展示するとともに一般に配布し,多くの人の

注目を集めた(第2図).このCD-ROM版では,コ

ンピュｰタｰの画面上で任意の場所をとりだし,任

意の縮尺で見ることができ,また印刷することもで

きる.また,花嵩岩類分布地域,第四紀層分布地域

だと,特定の地層や岩石の分布地域をとりだして表

示･印刷することもできる.

この地質図に地形陰影図をオバｰラップさせ,地

質体を立体的に見えるようにすることも可能である

(第3図)･このような表示によって,平面の地質

図では把握しにくい地質単元相互の三次元的た関係

を実感することができ,一般の人々にも地質の面白

さをよりよく理解してもらえることができよう.こ

のような操作によって,任意の場所をとりだし,任

意の縮尺でこのような表現ができるのは,まさに計

算機ならではの仕事であろう.

近年は,いろいろな岩石物性値や様カな方法によ

る放射年代値が大量に蓄積されている.このうち

K-Ar法による年代値はデｰタベｰス化されてい

る.それらは単なる数字の羅列でしかないが,たと

･譲･/

第3図普通の地質図(左)と地形陰影図の上にのせた地質図(右).
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えば花開岩類の放射年代値についていえ注,それを

とりだして,コンピュｰタｰの画面上に打ちだした

花開岩類の分布地域にプロットすることにより,年

代値の平面的た傾向を検討することができる.この

ような図示により,一般の人も容易に年代値の検討

ができるようになるであろう.

なお,ひじょうに好評をもって迎えられている地

質図索引回(1985-1989)について,来年度CD-

ROM出版が計画されている.いずれこれまで出版

されているものについても遡及入力し,CD-ROM

出版ができるよう努めたい.

今後の課題

ディジタル情報は,そのフォｰマットが規格化さ

れていれば,国内だけでなく諸外国においても利用

チることができる.さらにネットワｰクを通じて諸

外国の情報をも利用することカミ可能に在る.一方で

は,わが国の情報も,諸外国で利用できるようにす

ることが要求されることになるだろう.なお,規格

の統一においては,IS0(Intemationa1Standardiza-

tionOrganization)のような多言語対応のもとでお

こなわれるべきであろう.

1991年に発刊された東アジア海域の堆積金回

(200万分の1)は,アメリカ合衆国地質調査所の

200万分の1束アジア地形図シリｰズとよばれるデ

ィジタノレ化した地形デｰタベｰスからその基図がつ

くられた.

1989年10月18日にアメリカ･カリフォノレニア州

南部,とくにロサンゼルスに大きな被害をもたらし

たロマプリエタ地震の本震や余震に関する様六な資

料が,アメリカ合衆国地質調査所からただちに電話

回線を通じて地質調査所へ送られてきた.これは,

アメリカ合衆国地算調査所の地震資料が,即時にデ

ィジタル化されたことによるものである一

なお,このようた小規模なデｰタは,ネットワｰ

クを通じての情報交換が可能であるが,大規模デｰ

タの場合にはCD-ROMによる交換Lかない.

わが国におけるディジタル化した形での地球科学

関連の情報提供は,地質調査所だけでなく,他の機

関においてもおこなわれている.国土地理院では,

全国を統一した基準に従って地形,土地利用,道

路,鉄道,公共施設,都市計画区域等の国土に関す

る地理'1青報を数値化し,磁気テｰプに記録したもの

を,国土数値情報として提供している.また国勢地

図帳のCD-ROM化の計画をすすめているとのこと

である.水路都では,水深デｰタや水路デｰタの

CD-ROM試作版をすでに出版し,利用に供してい

る.これら各機関の地学情報が同じフォｰマットで

ディジタル化され,相互に容易に利用できるように

なることが期待される.

このようた意図のもとに,昨年11月30目地質調

査所研究発表会の一環としてrCD-ROM出版と利

用に関する研究発表会｣の会合が,工業技術院共用

講堂で開催された.幸い関係研究機関から多数の参

加があり,盛会裡に終わることができた.今後ディ

ジタノレ化が進行する過程で様ざまな問題が生じてく

ることが予想されるが,この研究会をさらに発展さ

せ,共通の土俵で討議し,統一した方式での対処が

期待されるところである.

情報流通のネットワｰクは,近年かなり整備され

てきたものの,そのスピｰドはアメリカの1000分

の1位といわれている.この国内のネットワｰク

の整備には多額の投資が必要であるが,早急にその

検討をしていく必要がある.

これまで,小縮尺の地質図の編集は,様々な大縮

尺の地質図を手で小縮尺の地質上にうつしておこな

っていた.これはたいへんな労力を必要とするもの

である.これをコンピュｰタｰ上で規定の縮尺に縮

小し,省略するものを指定し,同様の作業をほどこ

した隣接する地質図との接合作業をおこなうように

すれぽ,効率的に,また正確に編集作業をおこなう

ことができる.すでにこのようた方法で100万分の

1から200万分の1地質図が編集され,1990年に出

版されている(山田ほか,1990).このような編集

作業はまだ一般的になっていないが,今後ひろくお

こなわれていくようになるようにしていく方針であ

る.

上記の200万分の1地質図の編集に際しては,技

術開発の面が多表あったために,担当の地質部と地

質情報センタｰとの共同作業でおこなわれたが,今

後はマニュアノレが作成され,それにそっての作業が

担当部課でおこなわれるようにたるようにしていき

たい.

地質図の印刷は,かたりの予算がかかることもあ

って,品切れになっても増刷や再版はたかたかおこ
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世界各国の地球科学情報

各国の顧客

･グロｰバルな自然災害･環境問題への対応

･地球科学情報ネットワｰクの構築
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第4図

グロｰバル地球科学清報のディジタル化と提供｡

たわれないのが現状である一ところが近年CD-

ROM出版が盛んになり,ひじょうに小さな媒体に

多量の情報をもりこむことができ,しかも非常に安

価に出版できるようにたってきた.今後要求の多い

絶版になっている5万分の1,7.5万分の1,20万分

の1地質図のCD-ROM版による出版企画を積極

的におこたい,そのための予算処置を講じていく方

針である.また,一枚のCD-ROM版には5万分の

1地質図が4～5枚入ることから,隣接する地質図

をCD-ROM版として出版することにより,一般利

用者への地質図利用の便利が拡大し,地質の普及に

も貢献していく方針である.

地質調査所においては,国内700余機関,海外

700余機関と文献を通しての情報交換をおこなって

いる.将来,国内外の各機関がコンピュｰタｰネッ

トワｰクで結ばれ,様女た情報が交換できるように

なり,社会的た様カな要求に機敏に対応することが

できるようになることを期待したい(第4図).
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